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- はじめ に
全盲 ･ 弱視などの読書困難者にと っ て は､ 晴眼者と同じ文
字 (墨字) からの情報収集が難しい ｡ そ こ で ､ 点字または音
訳による耳からの音声､ ある い は弱視者のため の拡大文字が､
読書のた め の主な手段とな っ て い る｡ 現在､ 点字利用者の数
が減少し, 音訳 の利用者が多くな っ て い る｡ それ は､ 中途失
明者が増加し､ それに伴っ て 点字の習得が困難な人が多くなっ
て い るためである｡ 音訳図書は､ 1958年頃からオ ー プ ン リ ー
ル の テ ー プ レ コ ー ダが利用され､ その後カ セ ッ トテ ー プに移
行し､ 現在ま で長い間利用され てきた｡
近年のデ ジタ ル技術の進歩により､ 読書困難者の ため の技
術的支援にも進展が見られるようにな っ た｡ 点字における コ
ン ピ ュ ー タ活用もし)ろい ろ開発されてきて い るが､ 音訳に お
い て も199 5年よりCDを利用したDA ISY録音図書(デジタ ル録
音図書) の規格の検討が始ま っ た｡ DAISY規格によ るDAISY
録音図書とは ､ 通常の オ ー デ ィ オCDと違 っ て ､ 音声デ ー タ
圧縮技術を利用し､ 1 枚q)C D に5 0- 10 0時間の朗読の音声を
収録するとい うも･の で ある｡ これ に より､ 検索､ ペ ー ジジ ャ
ン プ､ 大容量化など､ カセ ッ トで は得られなか っ た便利な読
書環境が実現されたム 1 996年5月に はDA ISYコ ン ソ ナ シ ア ム
(D AISY国際共同開発機構) が設立された｡ こ れ は既存の国
際標準を ベ ー ス と しつ つ ､ あ らゆるメ ー カ ー が参入 できる､
開かれた国際規格を開発する こ-とを目標として い る. 日本は
設立当初からメ ン バ ー として参加し､ 今も中心的な活動を行っ
て い る｡-
わが国で は､ 1 998年 - 200 0年にかけて厚生省 (現厚生労働
省) の事業として , カ セ ッ トテ ー プ をCD化する事業が実施
された｡ 厚生省の委託を受けた日本障害者リハ ビリ テ ー シ ョ
ン 協会は ､ 全 国約90ケ甲の視覚障害者情報提供施設(点字図
書館) へ のDAI SY録音図書製作用シ ステムの導入､ ボラ ン テ ィ
ア へ の技術講習会と~cD変換､ 再生用機器 の整備､ 2580タイ
トル のDAISY録音図書､ 601タイトル のDAISY法令図書の配布
を行 っ た｡ こ れ に より､ 全 国 の 点字図書館に共通 のDAI SY録
音図書の蔵書が整備され､ デ ジタ ル化 へ の第 一 歩が 進 め られ
た｡ こ れ を基礎として今後は ､ 点字図書館で の自館製作が進
んでVゝく こ とが期待され て い る.
しかし､ 点字図書館に おけ るデ ジタ ル化をさらに進 め て い
く ため に は､ パ ソ コ ン を使っ た音声編集の技術を修得し､ 手
間のかかる仕事を実行して い かなく て は ならな い ｡ こ こ に は
どうしても設備､ 人件費などの多額の予算が見込まれる｡ 現
状の職員の構成で可能なのだろうか｡ 当然､ ボ ラ ン テ ィ ア の
協力を期待しなければならな'い ｡ こう い っ た条件を考えると､
点字図書館に お けるデジタル化は , その後､ 順調に進められ
て い るの だろうか｡
点字図書館と同様に公共図書館や盲学校で も､ 視覚障害者
のため に ､ 点字図書や録音図書を蔵書して い る｡ 点字図書館
は厚生労働省の所属であるが､ 公 共図書館や盲学校は文部科
学省の所属とな っ て い る｡ 文部科学省で はまだ､ カ セ ッ トテ ー
プに よ る録音図書をCD化すると い う普及 ･ 整備事業を実施
する に至 っ て い な い た め､ 公共 図書館や盲学校 へ のDA ISY録
音図書の普及は , あまり進ん で い るとは思われな い ｡ 読書困
難者にと っ て は ､ こ れらの 施設のデジタル化整備も知待され
ると ころで あるが､ 公共図書館や盲学校で は､ 実際の と ころ
DAISY録音図書は どの程度普及して い る の だろうか｡
そ こ で本研究で は､ ス タ ー トして 間もな いDAI SY録音図書
の普及 ､ 整備､ 利用状況を調査し､ 点字図書館と盲学校に お
ける現状を把握する ことをねら い とする｡ そこ から､ 図書の
デジタル化を進め るうえで の問題点を明らか にし､ 今後のデ
ジタル化の方策を見出す こ とを目標とする｡ また､ こ れから
進められようとして い る､ よ り広範な障害者を考慮した新し
い マ ル チメ デ ィ ア技術による シ ス テ ム に つ い て も検討する｡
1 読書困難者とそ の支援
現在､ 日本に は視覚障害者が約31万人 い る｡ その うち全盲
者は約1 0万人､ 弱視者は約21万人で ある｡ 視覚障害者の読軍
法として は､ 一 般 に は まず点字が連想され るが ､ 全盲者約10
万人 のうち点字を習得して い るの は約3 万人とい われ て い る
【1]｡ 結果的に視覚障害者の70- 80% が､ 点字解読が困難で
ある のが現状である｡ それ は中途失明者が大多数を占め て い
る ため ､ 幼少期 か ら点字を学習して お らず､ 中途から の点字
習得が大変困難なた め で ある【2】｡
視覚障害に は ､ 程度と種類 のうえで様々な障害が あ る｡ 全
盲､ 視力が弱 い ､ 視野が狭 い ､ 視野 の 一 部 が欠けて い る ､ 暗
い 場所 で 見えにく い , 明 る い 場所 で 見えにく い ､ 眼球活動 が
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不安定などで あ る｡ 医学的 に は視覚障害概念として ､ 眼疾患
(visual disorde r)､ 視機能障害 (vis ual impairme nt)､
視覚的能力障害 (vis ual dis ab ility)､ 社会的不利 (vis ua
1 handicap) がある｡
学校教育に おける視覚障害児 (者) の実態 に つ い て は ､ 文
部省 (現文部科学省)が昭和23年度から毎年実施して い る統
計がある｡ 盲学校在籍幼児 ､ 児 童 , 生徒数は､ 昭和2 3年の
4,457人から徐々た増加し､ 昭和34年に は1 0,264人 に達した｡
その後 は年々減少する傾向が認められ､ 平成3年度は5,2 28
人 ､ そし て 現在の平成1 3年度の統計数値は4,001人 (男子約
3,000人 ､ 女子約i,ooo人) であ っ た【3】[4】｡
福祉 に お け る視覚障害児 (1 8歳末満) また は身体障害者
(1 8歳以上) の実態に つ い て は ､ 昭和26年からほ ぼ 5年ごと
に実施されて い る､ 厚生労働省の障害保健福祉部によ る身体
障害児 (者) 実態調査がある｡ 平成8年度に実施された実態
調査によると, 視覚障害児(者)は310, 600人 (1 00 %) で ､
その うち1 8歳末満が5,60 0人 (I. 8 %)､ 18歳以上が305,0 00
人 (9 8. 2 %) で あ る (総数に は不詳も含む)｡ 視覚障害児
(者) を年齢層別に分けて み る と表1 よ う に なる[5]｡
表 1
0 - 9 歳 2,2 00人
lO′ - 1 9歳 4,ZO O人
20- 2 9歳 7,0 00人
30- 39歳 1 2,0 0 人
40- 4 9歳 26,0 00人
50- 5 9歳 4 3,0 00人
60- 6 9歳 67,0 00人
70歳以上 l3 8,0 00人
こ れ からわかるように ､ 40代 以後の視覚障害者が90 %近く
を占め て い る｡ 眼の 加齢 は 一 般的に40歳頃から観察され､ 器
質的な変化 (縮瞳化､ 水晶体の黄色化など) は ､ 視機能の機
能低下として あらわれる｡ 白内障､ 緑内障､ 網脈絡膜萎縮な
どは加齢にともな い増加す る眼疾患であるとい われ る｡ 高齢
者の視覚障害は身体的に否め ない 【3] [5】0 1 8未満の視覚障
害原因は ､ 先天素因が25 %､ 事故が14.^2% ､ 疾患 (角膜疾
患､-水晶体疾患､ 網脈絡膜 ･ 視神経系疾患など) が14. 2 %､
原因不明が1 2, 5 %､ その他が1 7. 8 % であ るo 一 方1 8歳以上
は疾患が4 8. 2 %(そ のうち加齢4. 2 %)､ 事故 が12. 1 %､ 先
天素因が5. 5 %､ 原因不明が12. 7 %､ その他が1 4. 4 % であ る
[5]｡ す なわち1 8未満 の由覚障害者の25 % が先天素因 によ る
視覚障害で あ る｡ それに対して1 8歳以上の先天素因 は 5 % に
過 ぎず､ ほ とんどが後天素因によるもの で あ る ことがわか る｡
視覚 障害者 に と っ て の 2大 メ デ ィ ア は 点字と音声 で あ る｡
点字を解読する*視覚障害者が減少して 0 る とい うが現状で あ
る が､ 点字は視覚障害者にと っ て学習や読書､ そ して社会参
加 と自立を獲得するため に欠 か す こ とが で きな い 文字でもあ
る｡ 点字はその価値 が広く認 められ､ 文字として の 地位 を確
立して い る｡ そ の こ とは ､ 点字投票､ 公 共施設等 に お け る各
種 の点字表示､ 点字署名､ 点字出版､ 点字受験などからもわ
か る｡ また盲学校で も点字教科書が使用 され ､ 大 学入試 ､ 国
家試験等で の 試験問題はもちろ ん の こ と､ 問題集や参考書 の
はとんどが点字で作成されて い る. 点字はプライ ユ (Br ail le,
L.) に よ っ て 創 案 さ れた ｡ プ ライ ユ は ､ 1 80 9年 パ リ 郊外 に
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生まYL､ 3歳 の とき に失明し､ 2 0歳の とき点字記号を公表し
た｡ 日本でプ ライ ユ 点字が翻案された の は明治23年であ っ た｡
そして視覚障害者が読書する際の情報源として､ 音声の役割
を長い 間担 っ て きた のが､ 図書を朗読しテ ー プに録音した
｢録音図書｣ とボ ラ ン テ ィ ア が視覚障害者に 1対 1 で本を読
む ｢対面朗読｣ で あ る｡ こ の ｢対面朗読｣ は､ 本 の中に図や
表､ 学術用語などが多用され て い た場合､ 利用者と コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン をとりながら､ 臨機応変に朗読で き るの で 大変有
効であ る｡ しか し､ 好きな時に ､ 好きな場所で聞く ことがで
きなv)と い う不便さから､ 中心とな る読書法 に は なり得ない
と考えられ る｡ 欧米で は､ レ コ ー ド盤に朗読を吹き込んだト ー
キン グ ･ ブ ッ クが早くから普及して い た｡ しか し､ わ が 国で
視覚障害者用の録音図書が 一 般化したの は ､ オ ー プン リ ー ル
式の テ ー プ レ コ ー ダ ー が 一 般の家庭に普及し始め てからであ
る｡ 日本点字図書館が本格的なテ ー プ ･ ライ ブ ラリ ー を発足
させ たの は19 58年であ っ た｡ そして その 翌年の1 959年に日本
ライト ハ ウ ス が声の図書事業を開始した｡ 当初から読み手は
無償ボ ラ ン テ ィ ア が あたり､ 点字出版所のように販売を目的
にした機関は ､ 長い 間存在しなか っ た｡
視覚障害者の70- 80 % は､ 点字解読が困難で音声情報に依
存して い ると考えられる｡ 平成7年の全国の点字解読利用者
は､ 年々下降傾向にあり､ 逆に録音図書の利用 は上昇傾向に
あ る 糊 ｡ 平成2年の利用状況 に対して ､ 平成 7年の点字図
書利用者は 4 %減少､ 録音図書利用者は1 6 %増加と い う結果
が出て お り､ 視覚障害者が音声で障報を得て い る比率の高さ
が伺え る｡ 点訳が コ ン ピ ュ ー タ製作になり､ 点字情報は比較
的容易 に か つ 早くサ ー ビス で きるようにな っ た｡ しか し､ 入
力､ 校正､ プリ ン トア ウト､ 製本､ 整理 ､ 郵送と い うプロ セ
ス を経なければならず､ 速報性に お い て は限度があ る｡ また､
オ ン ･ ライ ン ･ ネ ッ ト ワ ー ク や商業通信シス テ ム に.よ るデ
ー
タ ･ サ ー ビ ス が普及し つ つ あ るが､ 現段階で は パ ソ コ ン操作
の で き る 一 部の利用者に限られて い るo 多く の視覚障害者が
容易に使え る専用機器 の開発が必要で あり､ それを期待する
声も大き い ｡ けれ ど､ 点字識字率が大きな バ リア としてあ る
ため に ､ 点字情報を充実させ る 一 方で , 圧倒的多数の中途失
明者のた め に は音声情報を充実させ る必要がある｡
2 デジタル録音 (DA】SY) 図書につ いて
録音図書にも､ 新し い デジ タ ル化の波 が押し寄せ てきて い
る ｡ 今ま で の録音図書は､ 古く はオ ー プ ン リ ー ル テ ー プ､ 現
在まで カ セ ッ ト テ ー プが使われ てきたが､ CDに よるDA ISY録
音図書とい うも の が開発され､ 利用が始ま っ て い る｡
D AISYとは ､ 二視覚に障害のある人 の国際基準規格のCD録音
図書 シ ス テ ム と し て1 9 93年 に ス ウ ェ ー デ ン で 開発され た
｢Digital Audio-based SYs te m(デジタル音声情報シス テ ム)｣
の頭文字を取 っ た呼称 で あるo つ い 先 ごろ こ れは ､ マ ル チメ
デ ィ ア化 に対応し て ｢Digital Ac ce sib le Info r m atio n
SYste m｣
.
に 改 め られ た . DAI SY の国際共同開発は､ 1 995年 の
4 月に 当時国際図書館連盟IFLA(Inte r na tio n al Fede r ation
of Libr a ry As s o ciatio n and In stitutio n s) の 盲 人図書
館セ ク シ ョ ン の議長を務 め て い た河村宏氏 (現日本障害者リ
ハ ビリ テ ー シ ョ ン 協会情報セ ン タ ー 長) が , ｢2年 以内に次
世代録音図書 の 標準化をは か る｣ ｢そ の 目標達成の ため に 国
際共同開発組織 を発足 させ る｣ と い う2 点を提唱 して 始ま っ
デ ジタ ル 録音図書に よ､る読書困難者支援の 現状
た｡ その年に3 回にわた っ て ス ウ ェ ー デ ン ､ イ ギ リス, 日本
の3国で協議を重ね､ ス ウ ェ ー デ ン が当時開発して い たDAISY
をもとた次世代録音図書の国際標準規格の開発を進め､ どの
メ ー カ ー も参入でき るよう に技術仕様は公開とする こ となど
を合意した｡ この 合意を基礎 に, 日本国内で は盲人福祉の関
係団体と (秩)シナノ ケ ン シ とを軸にDA ISY の開発支援と国
際評価試験を実施する団体として ､ デ ジタ ル章声情報シ ス テ
ム促進委員会が結成された｡ そして ､ ス ウ ェ ー デ ン が録音編
集ソ フト(Sigtuna)､ 日本がデジタ ル読書機 (プレクス ト ー
クPlex Talk)､ イ ギリス が図書館運用 シ ス テ ム の 開発と､
それぞれが分担する国際共同開発となり, 開発費の重複を避
け る国際分業体制が確立した｡
1996年5月に は､ 日本､ スウ ェ ー デ ン ､ イ ギリス , ス イ ス ､
オ ラ ン ダ, ス ペ イ ン の 6 カ 国 で ､ DA ISY コ ン ソ ー シ ア ム
(D AISY国際共同開発機構) が設立された｡ 既存の 国際標準
を ベ ー ス としつ つ ､ あ らゆ る メ ー カ ー が参入 できる､ 開かれ
た国際規格を顔発する こ とを目的とした. 国際規格を公開す
る こと により､ ハ ー ドウ ェ アや ソ フ トウ ェ ア を手がける企業
は ､
一 つ に統合された巨大な マ ー ケ ッ トを見出す ことにな る
し､ その利用者や録音図書のサ ヤ ビス提供者もそ の恩恵を得
る ことが出来るわけであゃ. ･ ほ ぼ同時期に日本政府の長寿社
会福祉基金によるDAISYと､ 試作プ レイヤ ー (プ レ ク ス ト ー
ク) の国際評価試験 へ の助成が決定した去 評価試験実施委員
会は日本国内と海外とに分かれ て組織された｡ 国内で は ､ 点
字関係者のボラ ン テ ィ ア グル ー プ, 盲学校関係者などが製作
した評価用のDA ISY録音図書と(秩)シナケン シが試作したプ
レ クス ト ー ク を数百人 の視覚障害者が試用した｡ 海外で は ､
ス ウ ェ ー デ ン ､ イ ギリス ､ オ ラ ン ダ､ 世界盲人連合 (ウル グ
アイ) の代表を含めた国際評価委員会を組織し､ DAISYコ ン
ソ ー シ ア ム と緊密に提携しながら､ 世界32ケ 国で視覚障害者
によるDA ISYとプ レ ク ス ト ー ク の評価を実施した｡ 評価試験
実施時に は､ ドイ ツ､ デ ン マ ー ク ､ オ ー ス トラリ ア､ ニ ュ ー
ジ ー ラ ン ドが正式なメ ン バ ー としてDAI~sYコ ン ソ ー シ ア ム に
加入して い た｡ そして ､ 1 997年 8月の国際図書館連盟 (IF LA)
の コ ペ ン ハ ー ゲ ン 大会 におい て ､ D AISYが国際基準として確
立された【7】｡ 199年 5月現在､ DA ISYコ ン ソ ー シ ア ム の 正
会員国 は､ 日本､ ス ウ ェ ー デ ン ､ イ ギリ ス､ オ ラ ン ダ, ドイ
ツ､ デ ン マ ー ク､ オ ー ス トラ リア , ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド､
一
ス ペ
イ ン､ ス イ ス ､ ア メ リカの11カ国である｡ 従 っ て これら の国々
とDAISY録音図書の交換が可能である｡ こ のDA ISY はやがて ､
W W 情報サ ー バ を利用したシス テム へ 発展し､ 視覚障害者
やその他 の読書困難者の アクセ ス で きる マ ル チメ デ ィ ア情報
資源を提供する こ とに なる｡
ス ウ ェ ー デ ン ､ ア メ リカ ､ 日本の 3 つ の国とそれぞれ関連
する企業が取り組んだ ｢Sigt un aプ ロ ジ ェ ク ト｣ がある ｡
Sigtun aと は ､ 1 9 9 7年5月 にDA ISYコ ン ソ 丁 シ ア ム 主催の
｢次世代録音図書の フ ォ ー マ ッ ト に関する国際会議｣ が行わ
れたス ウ ェ ー デ ン の湖畔の小都市名である｡ D AISYをイ ン タ ー
ネ ッ トの マ ル チメ デ ィ ア に対応す る第2世代DAI SYに 進化さ
せ る こ と に つ い て最初に打ち合わせした地名にちなんで こ の
名が つ けられた｡ こ の プロ ジ ェ ク トは 3 つ の ソ フ トウ ェ ア を
開発す る こ とを目的として い る. 1 ら目 は､ テ キス トと音声
を同期した マ ル チメ ディ ア 的な録音､一編集 が で きる ソ フ トウ ェ
ア で あ る｡ 2 つ 目 の ソ フ トウ ェ ア は ､ ｢Sigtu na ブラ ウザ｣
で ､ 視覚障害者 の ため のDA ISY録音図書の再生も でき るブ ラ
ウザと､ 閲覧用の ソ フ トウ ェ ア で ある｡ イ ン タ ー ネ ッ トに お
ける視覚障害者の アクセ シ ビ リテ ィ が保障される こと, 高齢
者を含め て世界中の人 々が パ ソ コ ン を使え るようにす る こ と
が研究課題であ っ た｡ 特に ､ 高齢 になると視覚も聴覚も次第
に衰えて い き､ 手先も器用に動かせなくなる こ ともあるの で ､
その 人たち にも利用でき るように 工夫した ソ フ トウ ェ ア で あ
る｡ また､ こ の障害者の アク セ シ ビ リテ ィ に関する大きな国
際的動きがあ る ｡ それ は ､ Web Acce ssibi lity lnit iative
(WA I) と い うも の で ある｡.イ ン タ
ー ネ ッ トの情報提供の中
心的な道具で あるWorl d Wi de Web(WWW) をそ のまま にして
は､ す べ ての障害者に アクセ ス で きなくな っ て しま い ､ 越 え
られな い壁の向こうに情報資源が蓄えられて しまう ことにな
りかねな い ｡ その こ とに世界中が気付き始め､ イ ン タ ー ネ ッ
トの マ ル チメ デ ィ ア を馬区使した情報提供の道具 であ るWebを､
す べ て の障害者がアクセ ス で きる情報源に して い こ うとい う
動きが起こ っ たの で あ る｡ 日本障害者リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 協
会がW AI のグル ー プと緊密に提携し､ 仕事を進め て きた中で ､
一 番大 きな成果とされ て い る の が､ SM ILと い う新し い規格
の成立 で あ る｡ S はSynchr onized (同期させる) ､ M は
Mult imedia(マ ル チ メ デ ィ ア)-､ Ⅰ はIntegr at io n(統合す
る) ､ L はLanguage (言語)を意味し､ それぞれ の頭文字
を組み合わせた こ のSMI Lが1 9 98年 6月 に国際標準とし て成
立して い る. SMIL は障害者のウ ェ ブ ･ ア
.
9 セ シ ビ リテ ィ に
おい て画期的な意味を持 っ て い る｡ なぜ ならSMI L によ っ て ､
書かれた文字による情報､ い わゆ る テキス トの情報､ 音声の
情報､ ある い は 写真や絵､ ビ デオなどの動画を全部効率的に
結びつ ける ことが で き る の で ある｡ 手作りで字幕を付けたり､
聴きながらタイ ミ ン グを計っ て合わせ たりするような大変な
作業をしな い で すむの で ある. SMI L に基づ い て作られた情
報源は ､ 互換性をもち､ 交換し で他の用途にも使える､ そう
い うソ フ トが次々 に作られるとい っ た状態にな っ たの で ある｡
ま たDAISY はSM ILを成立させ るため の ､ 1 つ の大きな原動力
であ っ たと言われて い る 阿 ｡ 3 つ 目の ソ フ トウ ェ ア は､ 普
,段に使 っ て い る電話機を利用して , イ ン タ ー ネ ッ トの情報に
自由に アク セ ス する こ とがで きるようにした ｢テ レ ホ ン ･ ブ
ラ ウザ｣ で あるo 普段の電話機があれば､ コ
.
ン ピ ュ ー タを持
たない 人で も ､ イ ン タ ー ネ ッ トの情報を聞く ことがで きる ソ
フ トウ ェ ア及び シ ス テ ム を開発した｡
音訳をデジタ ルデ ー タ化し､ CD に圧縮 ･ 収録したDAISY録
音図書は､ テ ー プと違 っ て ､ 任意の箇所 へ の ラ ン ダ ム ア クセ
ス が可能となる｡ こ れ まで の テ ー プで は ､ 始 め から続けて聞
い て い くような文学書などはよ い の だが､ 辞書､ 聖書, 解説
書や取扱説明書､ 家庭医学､.料理雑誌などのように ､ 飛ばし
ながら聞きたい もの や ､ ラ ン ダム に い ろ い ろ な箇所 へ 飛んで
聞きた い ような書物で は不自由で あっ た｡ 従来､ ともすれば
点字図書館や公共図書館の蔵書は, 小説に代表される ｢レ ジャ ー
リ ー デ ィ ン グ｣ に偏っ て い た. その 理由の 一 つ は ､ テ ー プで
こ れら生活情報や専門情報を録音図書にしても使 い勝手が悪
く実用的で は な い か ら で あ る｡ しか しCDならば聞きた い と
こ ろに自由に移動で き る｡ 実際19 99年11月 に､ 花 王株式会社
から花王商品 の特徴や使い 方､ 使 う際の注意事項等をDAI SY
録音したボイ ス ガ イ ドが発行された【9]｡ こ れ に よ っ て , 視
覚障害を持つ 消費者も, 花王 の商品 に つ い て の情報を容易 に
迅速 に得 る こ とが で き る よう にな づ たo しか もDA ISY録音図
書は ､ デ ジ タ ル化した音声デ ー タ を圧縮した形 で記録して い
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る た め ､ 1枚 のCD に最長10 0時間と い う長時間の朗読を収め
る こ とが で きる｡ それ に よりどんな に長 い本 でも 1枚 のCD
に収める こ とがで き､ 持ち運びも便利 になり､ テ ー プ交換な
どの面倒なことも不必要となっ た｡ これは ､ 視覚障害者にと っ
て の ､ 晴眼者と同じような読書環境の獲得を意味する｡ 専門
職業に関する必要な情報や教育の場 で の 図書の検索は ､ 視覚
障害者の社会参加と経済的自立にと っ て極め て 重要な ことで
あるから である｡ また､ テ ー プは使い 勝手が悪 い だけで はな
I(､ さら に 困 っ た問題も抱えて い る.･墨本は国境を越えて貸
し借りが出来､ 世界文化の交流や向上にも寄与して い るが､
録音図書の録音方式は世界的 に統 一 されて い な い ため ､ 貸し
借りしてもプ レ イヤ ー (読書機)で聞ける (読め る) と は限
らな い ｡ ま た､ 図書館で蔵書として保管しておくと､ 時間と
経過 によ っ て テ ー プが劣化し､ 貴重な本が失われ て い く｡ そ
れ に対してCD(DAI SY) 録音図書は､ 世界共通の規格で あり､
劣化す る こ となく永久に保存する ことが で き る と見込まれ て
い る ｡
音声編集ソ フトSigtunaに よ るD AISY編集で は ､ 朗読音声
を後で加 工し易 い よう に自動的 に フ レ ー ズ (息つ ぎの単位)
に切り､ 番地 を付けながら録音す る こ とが でき, また その機
能を属区便する ことによ っ て ､ 聞きやす い よう に自由に編集で
きる こ とを特徴とするo 従来は テ ー プデ ッ キを使用し､ テ ー
プに録音して きた｡ デジタ ル録音は パ ソ コ ン にSigtu n aをイ
ン ス ト ー ル し､ パ ソ コ ン を録音機として使用す る｡ パ ソ コ ン
に直接 マ イ クを接続し録音する｡ 音声は パ ソ コ ン 内部の ハ ー
ドデ ィ ス クに記録され､ 編集作業 (校正､ 検索デ ー タ付与な
ど) を行 っ た後に ､ CD- Rデ ィ ス ク に書き込 み ､ デ ジ タ ル マ
ス タ ー となる｡ 音質の設定やデ ー タ圧縮 レ ベ ル の設定も可能
で あ る｡ ま た､ パ ソ コ ン で テ ー プ入 力をデジタル に変換す る
こ とも でき る ｡ Sigtunaが音声を フ レ ー ズ単位に切 る機能を
備えて お り､ 削除 ･ 挿入と い う作業も後処理 として で き る ｡
さ らに 図書の階層化 つまり編､ 章､ 節､ 項などの位置付け指
定､ 変更も可能であ る｡
D AISY関連ソ フトウ ェ ア ･ ハ ー ドウ ェ ア に′は次 のようなも
のがある｡ Sigtun aDA R2.0. 17 J は､ S igtu naプ ロ ジ ェ ク トに
よ っ て開発された､ 音声のみの録音図書を作成す る ソ フ トで
ある｡ (財)日本障害者り･ハ ビリ テ - シ ョ ン 協会が ､ 非営利活
動で ､ 読書困難者向けに活動するグル ー プや施設に無償で提
供する｡ Sigtun a DA R3. 0 は､ マ ル チメ デ ィ ア コ ン テ ン ツ を
作成す るため の ソ フ トウ ェ ア で あ る｡ 音声を ベ ー ス に ｢テ キ
ス トシ ン ク ロ ｣､ ｢イ メ ー ジ シ ン ク ロ ｣ が で きる｡ す なわち
DA ISYコ ン ソ ー シ ア ム の定めたDAI SY規格2. 0 に準拠した テキ
ス トと音声､ 画像を同期で きるH TML･ SMIL対応 の録音 ･ 編
集 ソ フ トで ある｡ マ ル チメ デ ィ ア版で あるた め､ 視覚障害者
だけで なく､ あらゆ る障害者を対象 に した ソ フ トウ ェ ア で あ
る. また､ Mystudio PC は音声ガイ ド機能 が付属して い る の
で ､ ス ク リ ー ン リ ー デ ィ ン グソ フ ト が なく ても操作でき､ 視
覚障害者でも簡単にDAI SYが作れ る ソ フ トで あ る｡
プ レ ク ス ト ー ク は､ DA ISY対応 のCD(DAI SY) 録音図書読
書機で ､ 従来の カ セ ッ ト テ ー プ用 の テ ー ププレ イ ヤ ー と同じ､
再生/停止 ､ 早送 り､ 早戻 し､ 音量ボリ ュ ー ム ､ 音質調整､
さら に再生速度調整 つ ま み が ある｡ ペ ー ジ や原本目次で本を
開く の と同じ感覚で ､ 読 み た い 所を素早く読むため の機能 が
あ る｡ 電話機と同じ配列 の 数字 テ ン キ ー と検索手段を選択す
るた め の ボタ ン , し お りを つ ける た め の ボタ ン が あ る｡ ビ ク
タリ ー ダ ー は ､ カ ナダのVisuAi de社 製 の 読書機｡ Lp P laye r
は ､ W indows環境 の パ ソ コ ン でDAI SY録音図書の再生を可能
とする ソ フ トウ ェ ア で ある｡ こ の ソ フ ト は､ ス クリ ー ン リ ー
デ ィ ン グソ フ トがなくても ソ フ ト単体で読み上げが可能 であ
る こ と､ また漢字 ･ かな の詳細読み上 げが で き､ テ キ ス トだ
けで は なく音声で の検索も可能に なる こ と､ 自分で簡単なメ
モ録音ができ る こ と､ マ ル チメ デ ィ ア対応とな っ て い るため ､
弱視の方や高齢の方 ､ 点字ディ ス プ レイ を使用され る盲ろう
の方､ き らに は知的 ･ 認知障害などを含む読みに障害のある
方が､ テ キス トで綴りや画像を確認した い とき､ パ ソ コ ン 上
で音声とテキス トを確認して使用する ことが できる ことがあ
げられ る ｡ 従来の ｢見出し +音声｣ の録音図書に加 え､
S igtuna3. 0な どで作成された ｢見出し+音声+ テキス ト 十
画像｣ の マ ル チ メ デ ィ ア録音図書を再生す る こ とも可能であ
る｡ シ ン ク ロ (同期化) されたテキ ス トや画像は ､ 現在読み
上げて い る音声と同期して黄色く反転表示され､ 画像はポ ッ
プ ア ッ プウ イ ン ドウで表示される｡ ′そ の他DOS上 で使用する
A LTAI R(ア ル テ イ ア)､ Webブラ ウザで あ るSigtu n aブラ ウザ
がDAI SY の再生をサポ ー トして い る ｡ ま た､ 将来的に は､ パ
ソ コ ン を使わなく ても電話を利用してDAI SY の図書や情報 へ
の ア クセ ス が可能となる ｢テ レ卒ン ブ ラウザ｣ も開発が進め
られて い る｡
3 DA[SY利用状況の調査
1998- 2000年､ 3度にわたる厚生省 (現厚生労働省)補正
予算によ っ てDAI SY の全国的な導入が実現 した｡ 日本障害者
リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン協会が受託実施したこ の事業の結果､ 500
ユ ニ ッ ト以上 のDAI SY製作 シ ス テ ム と8 80 0台のDAI SY再生機
が全国 に配備された｡ 8800台のうちプ レ ク ス ト ー ク6400台を
全国の視覚障害者情報提供施設に貸与した｡ また､ ビクタリ ー
ダ を600台､ 全国 の盲学校に貸与した｡ 2 580タイトル のDAISY
録音図書と60 1タイト ル のDAI SY法令図書′も ､ 全 て の視覚障
害者情報提供施設等に日本障害者リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 協会か
ら提供された｡ こ の事業により､ DA ISY録音図書の製作に当
た っ て は､ 各地 で活動す るボ ラ ン テ ィ ア グル ー プに呼びかけ､
そ の中からD AISY編集に取り組む ことを希望す るグル ー プが
形成された｡ 各 グル ー プ に合計5 00ユ ニ ッ ト を上回るDAI SY
製作シ ス テ ムが貸与され､ 講習会が実施された後､ 全国90数
ケ 所 の視覚障害者情報提供施設等 (点字図書館) から集めら
れた2 580タイ トル の カ セ ッ トテ ー プが分配され∴DA ISY録音
図書 へ の変換が行われた ｡ 検証､ 修正を経て ､ 完成された
D AI SY録音図書は ､ す べ て の施設に配布された｡ これ に よ っ
て ､ 全 施設に258 0タイ トルDA ISY録音図書が蔵書として収 め
られ る こ と に な っ た｡
本研究 で は ､ そ の後各図書館に配布された こ れらのDAI SY
録音図書が､ どの よう に活用され て い るの か､ また各点字図
書館で ､ その後引き続きデジタ ル化が進 められて い る の か と
い う こ とを知 るため に､ ア ン ケ ー ト調 査を実施 した｡ また､
文部科学省管轄下にあ る盲学校はJ 厚生省の事業の 恩恵を受
けて い な い ｡ 現在 ､ 盲学校に お けるD AISY録音図書に対す る
認識は どうで あろうか､ 盲学校で はD AISY化は進 められ て い
る の だ ろ うか ｡ こ れに つ い て も同様に ア ン ケ ー ト調査を行 っ
た｡ ア ン ケ ー トは全 国 の視覚障害者情報提供施設 (点字図書
館)90ケ 所と盲学校71校 に行 っ た｡ 厚 生省補正予算 に よ っ て
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デ ジタ ル 録音図書 に よ る読書困難者支援の 現状
提供されたDAI SY録音図書は どのくらい活用され て い るの か､
また点字図書､ 録音図書に比べ普及して い るの かどうか､ ま
た盲学校で のDA ISY録音図書の 利用 は どうか等を調査す る こ
とが目的 であ る｡
(I) 点字図書館の調査結果
点字図書館90ケ 所 の うち71 % に当たる64ケ所からの回答が
あ っ た｡ その うち､ 60 の点字図書館で自館製作が始ま っ て い
る こ とがわか っ た｡ 製作を始め て い ない が､ 今後行う予定あ
りと答えた点字図書館が2館あ っ た｡ 1館が不明 で ､ 予定な
しと答えた点字図書館は 1館のみで あ っ た｡ こ の結果を見る
と､ 回答のあ ') たほ とんどの点字図書館で ､ 自館製作をする
態勢が整い つ つ ある こ とがわか る｡
DAI SY録音図書蔵書数 は､ デ ジ タル化が推進され て日が浅
い ため､ 点字図書､ テ ー プ録音図書蔵書数に比べ て 少なか っ
た｡ その中でわずか4館で は あ っ たが ､ 点字図書､ テ ー プ録
音図書蔵書数よりもDAI SY録音図書蔵書数の方が多い 点字図
書館もあ る｡ その うち 1館は ､ 音訳図書のみ扱 っ て い る [声
の奉仕会 ･ マ リア文庫 (長崎県)] (点字図書蔵書数0タイト
ル ､ テ
ー プ録音図書蔵書数1911タイ トル ､ DAI SY録音図書
2776タイト ル) であ_るが､ あとの 3館
に つ い て は表2 に示し
た通りであ る｡
3館ともDA ISY録音図書蔵書数が い ちばん多く ､ 特 に徳山
点字図書館 (山口県) がかなり多い ｡ また､ 沖縄県点字図書
館のDA ISY録音図書貸し出し数は , 点字図書､ テ ー プ録音図
一書貸し出し数よりも多い ｡ 他の 2館のDAI SY録音図書貸し出
し数も､ テ ー プ録音図書貸し出し数に近 い数値とな っ て い る｡
こ の 3館に共通して言え.る こと は､ 厚生省が提供した2580タ
イ ト ル よりもDAI SY録音図書蔵書数が増加し て お り, DAISY
録音図書の自館製作が盛んであ るとしゝう こ とで ある｡ ま た､
点字図書蔵書数に比べ て ､ 点字図書貸し出し数が非常に少な
い こ とも読み取る ことがで きる｡ こ れは ､ や は り点字解読者
の減少を象徴して い るように患う｡ 点字解読者であ っ て も､
長時間点字を読む こと は非常に神経を使 い ､ 疲労を伴うこと
で あるの で ､ テ ー プ録音図書､ DAI SY録音図書を使用する こ
とが多い と い う (富山県視覚障害者福祉セ ン タ ー )0
次に他の点字図書館の利用 (貸し出し) 状況を見 てみた い ｡
結果を見 て み る と､ 全体の約8潮程度の点字図書館がよく似
た傾向を示して い る｡ い ちばん多い貸し出し数は ､ テ ー プ録
音図書で ､ 次 にDA ISY録音図書の貸し出し数とな っ て い る｡
点字図書貸し出し数に つ い て は ､ 他の 2 つ の貸し出し数より
もずっ と少な い数とな っ て い る｡ こ こ で ､ 沖縄県点字図書館
を含め て ､ DA ISY録音図書の貸し出し数が他の貸し出し数よ
りも多か っ た4館と､ 目に 留ま っ た 2館を表3､ 表4 に示す.
最初の 4館 に共通して言える こ とは ､ どの 点字図書館も自
館製作に積極的に取り組んで い るとい う こ とで ある｡ こ の 4
館も, D AISY録音図書蔵書数が厚生省による2580 タイトル よ
りも多くな っ て お り､ デ ジ タ ル化を進 め て い こ うと い う姿勢
が現れ て い る｡ ま た､ こ こ で も点字図書蔵書数に比 べ ､ 点字
図書貸し出し数の少なさが非常に顕著に表れて い る｡ 茨城県
立点字図書館の ､ DA ISY録音図書貸し出し数4149タイ トル は ､
鹿児島県視聴覚障害者情報セ ン タ ー の4 715 タイ トル に次い で ､
2 番目 に多いDAISY図書貸し出し数である｡
次に ､ 目に 留ま っ た2館の点字図書館で あるが､ 特にD AISY
録音図書貸し出し数の違 い に 注目した い ｡ DA ISY図書蔵書数
は500タイトル程度しか差がなく ､ ま た､ 利用登録者数の数
もさ は ど大きく は開い て い な い ｡ それ で は ､ なぜDA ISY録音
図書貸し出し数に こ の ような大きな差が見られ る の で あろう
か｡ 私は , 点字図書館のデジタ ル化 に取り組む姿勢によ るも
の で あると考える ｡ 宮城県のDAI SY録音図書蔵書数は2587タ
イ トル で ､ 厚生省提供の2580タイトルから､ 僅か7 タイトル
しか増加して い な い ｡ すなわち､ 自館製作が7タイ トル で あ
るとい う こ とで ある｡ それ に対して ､ 岩手県のDA ISY録音図
書蔵書数は3096タイ トル で ､ 厚生省提供の2580タイ トル より
も､ 51 6タイ トル増加して い る｡ こ こ た､ 個々 の点字図書館
のデ ジタル化に対して の熱意の 温度差が表れて い ると言 っ て
よ い だろう｡ こ こで さらに注目す べ き こ とは ､ 岩手県立点字
図書館に協力して い る ボ ラ ン テ ィ ア の 方が､ 18人 い る の に対
して ､ 宮城県点字図書館に は ボラ ン テ ィ ア が い ない こ とで あ
る｡ 全 て ､ 職員の方が通常の業務に加え､ー DA ISY録音図書を
製作して い る の で あ る｡ ボラ ン テ ィ アの募集､ そして養成が
い か に 図書の デジタル化に向けて重要な ことで あ るか が わか
る｡
回答があ っ た63館の点字図書館の うち､ DA ISY録音図書の
自館製作を行う予定がな い と答えたの は1館だけで あ っ た｡
あ と残りの62館のうち､ 現在､ 自館製作を始め て い る館が59
館あり､ 現在まだ開始して い ない が､ 今後行う予定で あ ると
答えた館が 2館あ っ た｡ これ らの中から目立 っ た記述を拾 っ
て みると､ 次の ようなも のがある ｡
｢新しく製作した録音図書を同時にDA ISY図書にするとと
も に ､ 今ま で に製作した録音図書もD AISY化して い く｣ (東
京都豊島区中央図書館)､ ｢今後､ D AIS Y図書 のみ
r
の 製作にし
ぼれたらよ い と思う｣ (香川県視覚障害者福祉セ ン タ ー)､
｢最終的に は全 てデジタ ル に切り替える予定｣(愛媛県税聴覚
福祉セ ン タ ー)､ ｢テ ー プ図書 に代わるも のだと思うの で ､ 早
く全面移行したい ｣(沖縄県点字図書館)0
これ らの声からもわかるように ､ 大多数の点字図書館が,
これ から の録音図書としてDA ISY録音図書が中心 とな っ て い
く とい う認識を持 っ て い る｡ そして ､ デ ジタル化 へ の移行に
積極的に取り組んで い ると解釈する七とができるo
福祉協会点字図書館福井県視覚障害者 徳 山 点 字 図 書 館 沖 縄 県 点 字 図 書 館
蔵書(点 字) 1ノ,698 タイ トル 71 5 2,4 35
蔵書(テ ー プ) 1,891 7 45 1,9 24
蔵 書(D A Ⅰ S Y) 2,878' 2,6 87 2,79 2
貸し出し(点 字) 483 79 2 60
貸し出し(テ ー プ) 3,5.71 4 32 8 36
貸し出し(D A Ⅰ SY) 3,432 4 05 1,21 8
ボ ラ ン テ ィ ア 数 15人 5人 1 0人
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しかしながら､ テ ー プ録音図書の必要性､ 重要性を指摘す
る点字図書館も少なくない ｡
｢テ ー プ と並行し て こ れからもたくさんDA ISY録音図書を
製作して い きた い と思う｣ (山梨ライト ハ ウス 盲人福祉セ ン
タ ー ), ｢今後もデジタル 図書の蔵書数は増えて い くだろうと
予想されるが､ ア ナ ロ グ図書が完全 に なくなるの は まだまだ
先で あると思う｣ (三重県点字図書館)､ ｢再生機が利用者全
員 に行き渡 っ て い な いq) で､ し ばらくの間は テ ー プと両方製
作して い く｡ 将来的に はデジタ ル録音に全面移行の予定で あ
る｣ (徳島県盲人福祉セ ン タ ー )0
こ れら に共通な理由はただ 一 つ で あ る｡ それ は再生機に関
する こ とで ある｡
｢再生嘩の貸与の絶対勢が不足して い る｣(千葉点字図書館)､
｢利用者の機器整備が必要｡ デ ジ タ ル録音図書を作 っ て も問
い て下さる方 の環境が整わなければ何にもならな い と思う の
で ｡ 読書機を安値で販売で き るよう になればと思う｣ (宮崎
県立視覚障害者セ ン タ ー) と い うよう に､ 再生痴こ関し て21
ケ 所 の 点字図書館が指摘して い た｡ ちなみ に代表的な再生機
で あ る プ レ ク ス ト ー ク の価格は ､ バ ッ テ リ ー 付き で4 6,800
円 で あ る｡ ま た､ ｢読書機が垂すぎる｣(福井県視力障害者福
祉協会点字図書館)､ ｢再生機の操作が難し い ｣ (高知点字図
書館) な.
どの意見も多数見られた｡
ま た､ D AISY録音図書の製作は ､ 64館の う･ち53館 の点字図
書館が､ ボラ ン テ ィ ア グル ー プの力を借りて行っ て い る｡ こ
の結果からもわか るように ､ よ り多く のD AISY録音図書を製
作す るキこは､ ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの協力 が不可欠であ る｡
｢普及するため に は - 製作能力 の拡大 (機器整備と編集者
の養成) が必要と考えて い る｣(社会福祉法人ぶ どうの木口
ゴ ス 点字図書館 (東京都))､ ｢ - ･ 新たなボラ ン テ ィ ア の養成
が必要にな ると思う｣ (山 口県点字図書館)0 ｢ - 公 の援助を
受けて い ない 我図書館で は､ 財政的 ･ 人的 な面に お い て も大
変で ある. ボ ラ ン テ ィ ア の方々が与えられ るの を望んで い る｣
(静岡改革派キリ ス ト教盲人伝道セ ン タ ー)0
その ボラ ン テ イラを養成するため に､ DAISYソ フト ｢Sigtuna｣
を使用して録音､ 編集する方法を習得するため の講習会が現
在も行われて い るが､ 今後ますます必要とな っ て く る と思わ
れ る｡
DAISY録音図書利用者の声として多か っ た の は ､ 以下 の こ
とで ある｡
｢音質がよく､ 検索が簡単で録音容量が多い の で ､ 聞い て
い て途中操作する こ となく長時間集中して聞く ことがで きる｣
(札幌市視力障害者福祉セ ン タ ー), ｢便利 に な っ た｡ テ ー プ
を切 る こ とがなくな っ た｡ 頭出し､ し お りを つ ける こ とがで
き る｡ 巻 き戻さなくてよくな っ た｡ 1 本ず つ 入れ替え る必要
がなくな っ た｣ (神奈川県相模原市立総合保健医療セ ン タ ー
内 保健と福祉の ライ ブ ラリ ー)､ ｢郵送時､ 利用時とも､ コ
ン パ クトに な っ て便利である｣(滋賀県立視覚障害者セ ン タ ー )0
同 じような意見が38 の点字図書館から寄せられた｡ 大多数
の利用者はD AI SY録音図書を好意的 に見 て い るよう に思う｡
｢DAI SYを聞き出したら､ カ セ ッ トに は戻れな い ｣(日本点
字図書館)､ ｢とて も便利でもう テ ー プ を使おうとは思えな い
は どで ある｣(とちぎ視聴覚障害者情報セ ン タ ー)0
ま た､ 少数意見 で は あるが､ 点字図書館から､ DA ISY録音
図書の改善す べ き点を指摘する意見もあっ た｡ その ほ とんど
は前述した再生機の ことであ るが､ その他に次のような意見
も寄せ られた｡
｢利用者の 多く は録音図書の ソ フ トを手元 に お い て 返却を
気 に せず聞きた い と思 っ て い るo そめた め に も販売用 の ソ フ'
トを増やすか､ 音声デ ー タの配信が強く求められて い る｡ デ
ジタル で あ る こ との メ リ ッ トが今まで の読書や学習に不便を
感じて い た全て の 人々 に と っ て ､ その 不便さを克服す るも の
とな るため に は著作権法の改正等の社会的環境整備が緊急の
課題とな っ て い る｣ (日本点字図書館)､ ｢タイ ム ラ グの な い
ス ピ ー デ ィ な録音図書をすす め る｡ しか し､ 視覚障害者に負
担をか けな い情報提供 (媒体) 方式を行うこと は譲れな い ｡
デ ジ タ ル で も ア ナ ロ グで あ っ て も｣ (名古屋盲人情報文化セ
ン タ ∵)､ ｢階層が利用者にと っ て難し い ｡ 教科書のデ ジタ ル
化 が早急に必要であ る｡ 中途失明者 の た め に も受験 の試験問
題等も点字で はなく､ D AISY で製作した試験で答え る こ とが
で き る ように なれば､ よ り バ リ ア フ リ ー が推進される｣ (富
日本赤十字社北海道支部点字図書センタ ー 茨城県立点字図書館 和歌山点字図書館 沖縄県点字図書館
蔵 書(点 字) 2,676タイト ル 6,081_ 9,1 4 2,4 35
蔵 書(テ ー プ) 1, 694
h
4,189 .5,
L8 16 1, 924
蔵 書(D A ド S Y) 2, 607 2,68 5 2, 581 2, 792
貸し出し(点 字) l O4 364/ 8 18 260
貸し出し(テ ー プ) 35l 3,35l 1,1 70 836
貸し出し(D A Ⅰ S Y) 1, 350 4,149 1,4 21 1, 21 8
岩手県立点字図書館 宮城県立点字図書館
蔵 書(点 字) 10,863タイ ト ル 10,4 32
蔵書(テ ー プ) 15,041 1 0, 089
蔵 書(D A Ⅰ S Y) 3,096 2, 587
貸し出し(点 字) 42 7 1, 635
貸し出し(テ ー プ) 5,55 5 6, 913
貸し出し(D A Ⅰ S Y) 2,00 3 685
利 用 登 録 者 数 75 5人 884人
ボ ラ ン テ ィ ア の 数 18人 職■ 員
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山県視覚障害者福祉セ ン タ ー ).
こ の よう に､ 90ケ所 へ の ア ン ケ ー トの うち64ケ所から の回
答があり､ その うち60ケ 所 で自館製作を開始して い る とv､う
圧倒的な結果が得られた｡ しかし､ 回答を い ただけなか っ た
26館に つ い て は､ む しろ こゐような積極的な状況 で は ない と
い う推測も成り立 つ ｡
(2) 盲学校の調査結果
盲学校71校のうち29校からの回答があ っ た｡ まず, DAISY
録音図書蔵書数であ るが､ 回答があ っ た29校のうち15校のみ
所持して い た｡ およ そ半数である｡ さ らに ､ DAISY録音図書
を貸し出しして い る盲学校の数､ つ まり幼児児童生徒が実際
にDA ISY録音図書を活用して い る学校の数は6校であ っ た｡
全体の約20 % である｡ さ らに現在､ ボ ラ ン テ ィ ア に よ る自館
製作して い る古妻校の数は3校で あ っ た｡ こ れ は 全体の10 %
で あ る｡ また､ 今後DA ISY録音図書を製作す る予定がある盲
学校は6校(約20%) で ､ 今後も製作する予定がなvゝと答え
た盲学校は1 8校 (約62 %) で , 不明と答えた盲学校は 2校
(約7%) だ っ た｡
全体の約8割の盲学校は､ 点字図書蔵書数がい ちばん多く､
次に テ ー プ録音図書､ そ してDAI SY録音図書蔵書数が い ちば
ん少ない ｡ 貸し出し数に関しても､ 約半数が蔵書数と同様の
順位を示して い る｡ こ の結果 は､ 何を意味す るの だろうか｡
盲学校のカリキ ュ ラ ム の中に点字習得が入 っ て い る ため､ 幼
児児童生徒に と っ て は テ ー プ轟音図書､ DA ISY録音図書より
も､ 点字図書が身近なも の で ある とい う表れなのだろうか｡
先天素因による視覚障害者の数が18未満で25 %占めるとい う
結果から見て , 中途失明者で はない 幼児児童生徒にと っ て ､
点字解読は疲労を伴わなvゝの だ ろうか. それとも､ ただ単に､
厚生労働省管轄下で はなく文部科学省管轄下であ るため に ､
遅 れて い るだけな の だろうか｡ 盲学校で は図書のデジタ ル化
が進まな い 理由た っ い て､ 盲学校の先生方 の声から拾 っ て み
たい ｡
< 時間の問題>
｢係りとしてかかわる気 はない ｡ 寄贈 の点字本, テ ー プな ど
の処理と い っ た必要最低限の こ とで手い っ ぱい｣.
(滋賀県立盲学校)
<予算の問題>
｢寄贈として の プ レ ク ス ト ー ク は 5台あ るが､ CD図書が多く
ない の で購入して い けば活用して い けると思われ る｣
(広島県立盲学校)
｢自館の録音図書を製作となると機械等の購入 による予算の
関係､ 人的な問題等あり､ 現状で は難し い と思われ る｣
(長崎県立盲学校)





｢デジタル録音図書を再生す る レ コ ー ダ ー が ない の で ､ 今後
の課題であ る｣ (岩手県立盲学校)
｢再生機の価格が高 い の で ､ 個人 で持っ て い る 人 は ほ とん ど
い ない た め ､ 使い こ なせ て い な い 点が問題で ある｣
(東京都立八王子盲学校)
｢プ レ ク ス ト ー ク や ビ ク タ リ ー ダ ー を持っ て い な い の で ､ 当
分 は増えなvゝか なと思う｣ (静岡県立浜松盲学校)
<子供たもの間題>
｢子供たちの操作上 の問題点もあり, 現 在ま で ほ とんど利用
されて い な い｣ (北海道函館盲学校)
｢ 一 般 の デジタ ル録音図書は暇がな い と い う こ とで聞く∧が
少ない｣ (長野県立松本盲学校)
｢ - 読書が減 っ て き て い る｡ 理療科の生徒は国家試験に向け
て の毎日で残念であるが読書まで は い か な い｣
(和歌山盲学校)
盲学校の先生からの生 の声を聞 い て強く感じた こと は､ 新
しい風を吹き込まず､ こ の ままの現状で あ っ た ならば､ 盲学
校に おける図書のデジタル化は極め て 遅くなる であろうと い
う こ とで ある.｡ それ は､ 点字図書館の職員の方は ､ 図書に関
する業務が中心とな っ て い る の に対して ､ 図書館司書が不在
の盲学校の先生 は , 普段の授業や学校行事を実施する ことに
ほ とんどの時間を費やし､ 図書のデジタ ル化を積極的に行お
うとす る余裕は時間的にも精神的にもない の だと思う｡ しか
も､ 全 国の約8割の点字図書館はボラ ン テ ィ ア グル ー プの協
力を得て い るが ､ 盲学校は約1割しか､ ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー
プの協力を得て い な い ｡ この数値からも､ 盲学校がデジタ ル
化に向けて取り組む態勢をまだ確立して い な い こ とがわか る｡
ま た, 盲学校が文部科学省の管轄下で ある こ とも ､ 大 きな原
因で あるように思う｡ 厚生労働省の管轄下で ある点字図書館
は､ 厚生労働省から委託を受けて い右日本障害者リ ハ ビリテ ー
シ ョ ン協会情報セ ン タ ー から大きな支援を得て デジタル化に
積極的に取.り組んで い る｡ ボラ ン テ ィ ア グル
ー プヘ コ ン ピ ュ ー
タ を貸与し､ DAI SY録音図書製作ソ フトウ ェ ア も無料で配布
した｡ しかし､ 文部科学省からは今の と ころ､ 図書の デジタ
ル化に向けて何の方向性も示されて い ない ｡ わずか半数の盲
学校で あ っ たがl 盲学校がD AISY録音図書の蔵書を得る こと
が できたの は厚生労働省の力 のおかげである｡ 盲学校の再生
機60 0台も厚生労働省からの提供 で ある｡ 教育界も現代のIT
社会に沿 っ て新し い も の を受け入れなければ､ 社会からの孤
立を招き､ その代償は結局子どもたち に降りかかる｡ 日本の
教育界を掌っ て い る文部科学省が図書のデジタ ル化 に向けて
積極的 に取り組む姿勢をとれば､ 盲学校のDA ISY録音図書の
普及が進み､ 子どもたちのよりよい読書 (学習) 環境が確保
されるで あろう｡ 盲学校の先生からも､ 子 どもたちの読書の
中心とな るだろうと予想されるDA ISY録音図書の進め方 に つ
い て ､ 次 の ような声が挙が っ て い る｡ ｢時代の変化を考える
とデジタル録音図書が今後主流をなして来るだろうと思う.
そうすると､ それを利用する生徒 へ の早 い時期(小学部より)
から機械に慣れさせ る必要があるIt思う｣(長崎県立盲学校).
教育界に お い て も､ 点字図書､ テ ー プ録音図書中心の時代か
らDAI SY録音図書中心の時代へ と移行する大きな過渡期を迎
えて い ると い える｡
ま た､ 回答のあ っ た29校の盲学校のうち 1校だけ､ D AISY
録音図書貸し出し数 が点字図書貸し出し数とテ ー プ録音図書
貸し出し数を上回 っ た盲学校があ っ た｡ 長野県立松本盲学校




い る｡ 前述 した厳し い 現状を抱えつ つ も､ ボ ラ ン テ ィ ア の 力
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と共 に図書の デジタ ル化に向けて前進して い る｡ また､ 具体
的な取り組み はして い な い が､ DA ISY録音図書を好意的に み






を考え ると､ こ れからの 図書とし
て備えて い く べ きも の で あると考える｣( 青森県立八戸盲学
校)､ ｢視覚障害者にと っ て録音図書 (デジタル) は有効な読
書手段 で あ ると思う｣ (埼玉県熊谷盲学校)､ ｢PC上 で Lp
P layerを動かして みたところ好評ギ っ た. 将来的に は メ リ ッ
トの多し)図書なの で ､ 利用 は安定してくると思う｣ (神奈川
県立平塚盲学校)､ ｢どこ からで も頭出しができ る の で , 大変
便利であ る｣(愛媛県立松山盲学校)､ ｢録音図書が テ ー プか
らデジタル版に変わる こ と は､ 蔵書の整理 ､ 利用の面からも
喜ばし い こ とで ある｣ (大分県立盲学校)､ ｢保管の問題､ 質
の問題からもデジタル化して い かなければならな い と思う｣
(宮崎県立盲学校)0
参考として ､ 盲学校の現状把握のた め に ､ 今挙げた盲学校
のうち の い く つ かを表6 に示す｡
表と盲学校の先生 の声を比較してもわか る こ とは ､ 盲学校
も将来的に図書のデ ジタル化を進め て い く こ とを望んで い る｡
しか し､ 東り越え る こ とができな い 壁がたくさんあり､ 今は
まだ普卿告動まで は至らない とい う､ 理想と現実の大きなギャ ッ
プがある｡ 理想を葦昆実にするため に は､ 文部科学省による働
きかけが必要で あるし､ ボ ラ ン テ ィ ア の人たちの養成､ 地域
社会へ 開かれた学校づくり等､ 取り組む べ き課題は多い ｡ 盲
学校の先生たちだけで 図書の デジタ ル化を進め て い く に は ､
限界 がある｡ や は りボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの 力が必要である｡
その ためにも､ 学校の現状を地域社会に公開す る こ とがとて
も重要であ るよう に思う｡ 中の様子がわからない と､ 必要と
して い るの かどうか､ 何を必要として い るの かもわからな い ｡
こ れから盲学校が図書のデ ジタ ル化を進め て い く た め に､ ま
ず地域に開かれた学校づくりを行 い ､ ボラ ン テ ィ ア の協力を
得る こ とが､ 今の盲学校がで き る最大限の ことであ るように
思う｡
ま た､ 教科書や国家試験問題集のデ ジタ ル化を要望す る声
が目立 っ て い た｡
｢国家試験 (あんま､ マ ッ サ ー ジ､ 手旨圧) に関す るも の ､
教科書系 (解剖学､ 生理学､ 東洋医学概論他) の 2つ の要望
が強い ｣ (長野県立松本盲学校), ｢国家試験で の利用が望ま
･れて い る｣(埼玉県立熊谷盲学校)0
既 に もう､ 活用して い る盲学校も い く つ かあ っ た｡
｢高等部理療科に お い て は教科書および国家試験問題集に
活用して い る｣ (茨城県立盲学校)､ ｢理療科の教科書は検索
がしやすく､ 活用され つ つ ある｣(東京都立八王子盲学校)､
｢国家試験問題集 を ロ バ の会 から取り寄せ , 希望す る生徒に
録音機 (プレ ク ス ト ー ク ､ ビクタリ ー ダ ー) 付きで貸し出し
をし､ 利用者に喜ばれ て い る｣ (大分県立盲学校)｡
中途失明者が多く､ 点字解読者が少ない ため ､ よ りたくさ
んの教科書や問題集のデ ジタル化が望まれて い る｡
4 まとめ
点字図書館90ケ 所 (回答63ケ 所)､ 盲学校71校 (回答29校)
に対するア ン ケ ー トか ら 一 番強く感じた こ と は､ 厚生労働省
管轄下の点字図書館と文部科学省管轄下の盲学校とのDA ISY
録音図書の普及 の違い で あ る｡ 回答の あ っ た全て の 点字図書
館でD AISY録音図書の貸し出しがあっ た｡ しか し盲学校は29
校中6校のみDAI SY録音図書の貸し出しを行 っ て い た｡ こ の
結果にも､ 点字図書館と盲学校の図書の デジタル化に向けて
の取り組み方 の違 い が歴然と現れ て い る｡ こ れ は､ 厚生労働
省と文部科学省それぞれ の ､ 図書のデ ジタ ル化に対す る姿勢
が起因して い ると′思う｡ 厚生労働省は ､ 日本障害者リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン 協会 に図書のデジタ ル化を委託し､ 補正予算を使
い ､ ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ へ コ ン ピ ュ ー タ を貸与し､ DA ISY
録音図書製作ソ フトウ ェ ア も無料で配布した｡ そして ､ 出来
上が っ たDA ISY録音図書25 80タイ トルを全国の 点字図書館に
配布し､ 再生機6400台を提供した｡ 同時に ､ 盲学校 へ も600
台 の再生機を提供した. こ れ に対しTt 文部科学省は ､ 図書の
デジタル化に対して何の方向性も示して い な い ｡ 現段階で ､
管轄下の盲学校が点字図書館に比 べ て積極的に取り組め て い
な い とい う状況 は ､ 仕方がな い ように思える｡ しかし盲学校
でも､ 視覚障害者の ニ ー ズに応え るた め に､ 図書のデ<i}タ ル
化を進め て い く必要があ る. 現在､ こ の 状況 に おVゝて ､ 盲学
校が図書の デジタ ル化を進めるため に は､ 開かれた学校を作
り､ ボ ラ ン与 イ ア の 人たちの力を得る より他に方法 はな い と
思う｡ 盲学校の先生 は､ 普段 の学校業務等で時間的にも精神
的にも精 一 杯の状態 であろ｡ そして何より盲学校の先生 は ､
DAI SY録音図書を作る手段を持 っ て い な い｡ 点字図書館の ボ
ラ ン テ ィ ア グ ル ー プの人たち は日本障害者リ ハ ビ リテ ー シ ョ
ン 協会よりPCを貸与され､ 製作用 ソ フ トを無料配布され て
い る｡ 私は､ こ の 点字図書館のボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの 力 を
得てデジタ ル化を進め て い く こ とは有効であろう｡ 新た に ボ
ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 力 を得ずに ､ 地域の点字図書館から
DAI SY録音図書を借り てくれば い い の かもしれな い が , 盲学
校の生徒が重んで V)る の は 一 般図書で は なく､ 国家試験問題
集や教科書であ る｡ こ れら は学校特有のもの で あるた め､ 点
字図書館で は作られ て い な い ｡ しか しこ れら の こ とも､ 盲学
校が外に情報を開示しな い限りわからない こ とで ある｡ その
長 野 県 立 松 本 盲 学 校 沖 縄県 立 沖 縄盲学校
蔵 書(点 字) 2,820タイ トル 930
蔵 書(テ ー プ) 2,500 560
蔵 書(D A Ⅰ S Y) 20 0+
貸 し出し(点 字) 50 28l
貸し出し(テ ー プ) 2 5 50
貸し出し(DAⅠ s y) 6 0 0
利 用_ 登 録 者 数
3l人 40人
ボ ラ ン テ ィ ア の 数 5人 0人
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デ ジタ ル 録音図書に よる読書困難者支援 の現状
ため に ､ 盲学校は開かれた学校づくりを推進する ことが大切
であ る｡ そ して ､ 生徒たちが求めるDAI SY録音図書を作るた
め に ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの 人 たちの力を得 ､ ま た再生機に
慣れ るため に ､ 生徒たちに早 い 段階から指導する こ とが､ 盲
学校に おけ るデジタ ル化 へ の第 一 歩で あるよう に思う｡
また､ ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの存在 の大きさも強く感じた｡
点字図書館の中でも､ ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの活動が活発な
と こ ろ､ すなわち自館製作を積極的に行 っ て い る と こ ろ は､
DA ISY録音図書の蔵書数も貸し出し数も多い ｡ ボラ ン テ ィ ア
グル ー プの力の有無 によ っ て､ その 地域の視覚障害者の読書
環境が大きく変わ っ て くる｡ こ れからますます図書のデ ジタ
ル化が求められる中で ､ こ の ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの存在は
大きな位置を占め て いくだろう.
点字解読者の数が統計的にも減少して い るととは 2章で述
べ たが ､ ア ン ケ ー トの結果からもその現状が読み取れた｡ 蔵
書数は点字図書の方が多し)の に ､ 貸し出し数 は テ ー プ録音図
書､ D AISY録音図書の方が多い . 点字図書の貸し出し数が 一
番多か っ た点字図書館は 1館もなか っ た｡ 視覚障害者の70-
80% が中途失明者で ある の で ､ この結果は納得できる｡ しか
し盲学校では､ 点字図書の貸し出し数が 一 番多い とこ ろが29
校中14校あり､ 約半数を占め て い た｡ こ の 結果は ､ 盲学校の
教育課程の中に点字解読の授業があり､ ま た､ 他の教科の教
科書も点字で あるとと､ そして ､ 18歳未満の約2 5 %が先天素
因 による視覚障害で ある こ とからも ､ 点字図書館とは違う結
果が出てく る こ とがわか る.rけれども､ 盲学校にi'中途失明
者の生徒は い る｡ 成長してから点字を解読でき るようになる
の は ､ 非常に困難で あると聞く｡ 視覚障害者の文字として ,
点字はとても大切な情報収集手段 の 一 つ で あ るが､ 中途失明
者にと っ て ､ テ ー プ録音図書､ DA ISY録音図書が読書の中心
とな っ てtゝく だろう.
再生機 の評判は賛否両論で ､ 検索が簡単であ る こ と､ しお
りが付けられ る こ となど多数の長所があげられて い た反面､
重い こ と､ 値段が高い こ と､ 高齢者の方 に早ま操作が難し い と
い う利用者の声も多数挙げられ て い た｡ こ れからより多くの
視覚障害者の方が手元に再生機を持 つ た め に は ､ 軽量化､ 低
価格化､ 操作面の改良などが必要であ る こ ともわか っ た.
5 今後の展望
1枚のCD にコ ン パ ク トに 入 る , 検索が容易 に で きるなど､
テ ー プ録音図書に はなか っ た利点から, 今後ますますDA ISY
録音図書は視覚障害者の間に普及されて い くと考えられる｡
テ ー プ録音図書の利用者が い る 限り､ 当分の間､ 点字図書館
は テ ー プ録音図書とDA SIY録音図書､ 両方 の音声図書を並行
して製作して い かなければならな い で あろう｡ 時間と手間が
るが､ 利用者にと っ て のよりよ い読書環境を支援するために ､
欠 か す こ との で きなし)サ ー ビ ス で あ る｡ こ れから解決 して い
かなくて は い けない 課題として ､ 日本点字図書館録音製作課
長の天野繁隆氏は､ 次の ように述べ て い る｡ (2001年11月11
日放送 のNHK第2 ラジオ番組 ｢視覚障害者のみなさん へ ｣ よ
り)
製作施設の立場から考えると､ DAI SY録音図書を製作
するに は ､ テ ー プ録音に は なか っ た作業をしなければな
らない ｡ テ ー プ録音図書の場合､ 朗読ボ ラ ン テ ィ ア の人
が, 家で カ セ ッ トデ ッ キの前で録音し､ それを マ ス タ ー
テ ー プ として ､ ま た別の テ ー プ に録音し, 希望 して い た
･ 人 に 届 け るとい う流れで あ っ たo しかしDAI SY録音図書
に は それに ､ P Cを使っ てDAI SY編集をしなければならな
い とし)う付加作業があ る｡ その た め に ､ 朗読ボ ラ ン テ ィ
ア の 人を中心に ､ 作業の仕方を教えなければならな い ｡
そして ､ ボ ラ ン テ ィ ア の 人たちだけに頼らず､ ある程度
のPCの知識を職員も持 っ て い な ければならな い ｡ 施設
の取り組みが必要とな っ てく る｡
こ れから､ DA ISY録音図善が普及す る に つれて利用者が増
え､ ますます技術を身に つ けたボラ ン テ ィ アの力が必要にな っ
て く る｡ ボラ ン テ ィ ア の力を得るた め に も､ 多く の 人たち に
DAISY録音図書の ことを知 っ て もら い ､ そ して 理解を得て ､
ボラ ン テ ィ ア の養成に努める ことが､ それぞれの点字図書館
がす る べ き大切な ことで ある｡ そ して､ 再生機の操作法も､
利用者の負担にならな い ようにわかりやすく指導する こ` とが
必要であろう｡
ま た こ れ まで は､ 視覚障害を持つ方の録音図書の整備とい
うこ とで, 進め られてきたDAISY シス テ ム の活用は ､ バ ー ジ ョ
ン 3 として マ ル チ メ デ ィ ア対応の ソ フ トウ ェ ア とな っ た｡ こ
れ は ､ バ ー ジ ョ ン 2 が音訳によ っ て ､ 視覚障害者を対象とし
てきたの に対して ､ コ ンギ ュ 一 夕 を使っ て ､ テ キス ト(文字)
や画像まで提示しようとするシ ス テ ム で ある｡ 従来の ｢見出
し+音声｣ から､ ｢見出し +音声+テキス ト+画像｣ もデ ー
タとして含んだ マ ル チメ デ ィ ア録音図書とな る｡ それに よ っ
て ､ 様々 な障害を持つ 方, 高齢者の方 に と っ て の情報アク セ
ス ツ ー ル として ､ 重要な役割を果たすもの に なり つ つ ある｡
こ の新し いDAI SY録音図書を再生するため の ソ フ トウ ェ アLp
P layerが あり､ こ の ソ フ ト はWindows環境の パ ソ コ ン で使
う こ とがで きる｡ こ の ソ フ トを使えば､ ス クリ ー ン リ ー ≠ィ
ン グ ソ フ トがなく ても読み上げが可能となり､ ま た, 漢字,
仮名の詳細読み上げ､ テ キス トだけで は なく音声で の検索も
可能で ある｡ そ して ､ シ ン ク ロ (同期) された テキス トは ,
読み上げて い る音声と同期して黄色く反転表示され ､ 画像も
青 森 県 立 八 戸 盲 学 校 埼 玉 県 立 熊 谷 盲 学 校 大 分 県 立 盲 学 校
蔵書(点 字) 500タイ トル 31 0 2,800
蔵書(テ ー プ) 20 30 l, 250
蔵書(D A Ⅰ S Y) 2 10 0
貸し出し(点 字) 5 30 51
貸し出し(テ ー プ) 0 20 70
貸し出し(D A Ⅰ S Y) 0 1 0 0
利 用 登 録 者 数. 3人 30人 3 52人
ボ ラ ン テ ィ ア の 数 0人 0人 0人
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同期して表示される｡ 視覚障害､ 特に 全盲の方 は音声で利用
す る こ とに よ っ て ､ また弱視や高齢者の方 は パ ソ コ ン 画面上
の文字のポイ ン トを大きくす る工夫によ～つ て､ 点字デ ィ ス プ
レイ を使用され る視覚障害者の方､ 盲ろう の方も同じ情報を
共有する こ とができる｡ ま た､ 聴覚障害の方は パ ソ コ ン 上の
テ キ ス トや画像を利用す る こ とがで きる｡ さ らに ､ 難解な用
語を平易な言葉に置き換えをす る､ イ ラス トを増やすなど､
様々 な工夫を凝らす こと右耳よ っ て ､ 認知や知的障害を持 つ方
にも同じ情報を提供できる可能性も広が っ て い る ｡ 脳の 一 部
に あ る ごく軽い 障害のため に言語の習得や読書に困難を感じ
ると い われる学習障害(LD:Le arni gD isabilit ies) 児【12】
に と っ て も ､ 新し い マ ル チ}Aデ イ ア版DA ISYシ ス テ ム は ､ 文
字と音声を同期して提示す る こ とに よ っ て有効なツ ー ル とな
る七とが期待される【10】｡ こ の マ ル チメ デ ィ アDA ISY録音図
書は ､ シ ス テ ムが2001年に で きたばかりなの で ､ まだ は とん
ど製作され て い なvゝが【1 1ト 視覚障害者に加え､ 学習障害
児｣ 聴覚障害者､ 高齢者､ ペ ー ジを めく る こ とができない 肢
体不自由者など､ 多く の障害者にと っ て読書の ための メ デ ィ
ア とな る こ と が期待される｡
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